




小児期における貧血は,日常臨床の場において比較的経験される。小児の貧血の原因として

,鉄欠乏性貧血,感染性貧血,溶血性貧血,白血病,悪性腫瘍などがあるが,この中に苦いて,

多い原因として食事性鉄欠乏性貧血があり,治療が充分に可能であることより,マス・スク

リーニングの対象として重要である。 

本研究は,小児期の貧血,とくに鉄欠乏性貧血をマス・スクリーニングする方法を検討する

とともに,スクリーニングの妥当性を考察するものである。 


